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 令和７年度第１０回　飯南町教育委員会議事録

 １．開会日時 　令和８年１月２９日（木）　９：３０開会　１０：４５閉会

 ２．開会場所 飯南町役場

 ３．出欠状況 ○出席者 

教育長：大谷哲也 

教育委員：烏田勝信、熊谷高暢、源知香子 

（事務局）次長：石飛幹祐、郷原指導主事　難波社教主事 

  

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

今年初めての教育委員会となります。本年もよろしくお願いいた

します。さて、来年の春に向けた人事異動についても大詰めを迎えて

おります。来月の内申の際にはよろしくお願いいたします。 

先般、第 1回目の志々地区協議会を開催しました。保護者の皆さん

は放課後子ども教室のことを心配しておられ、その他にもいろいろ

なご意見をいただいたところです。 

志々小学校の統合については、令和 8 年度の児童数もおおよそ把

握できましたので、総合教育会議の場で決定して行きたいと考えて

います。2月 5日の教育委員会の日に総合教育会議を予定しておりま

したが、国政選挙が入りましたので、延期とさせていただき、2月 25

日に変更しております。よろしくお願いいたします。また、再編検討

委員会については 2月 24 日に第 1回目を開催する予定です。 

新聞報道でご存じのように、小学校の給食無償化を国が提案して

おります。飯南町としては、まずは国が示すように小学校の無償化を

行っていきたいと考えています。 

本日は、高校の「みなし寮」の見学も予定しております。よろしく

お願いいたします。 

 

（令和７年度第９回教育委員会議事録について要旨説明） 

　 

以上のところで質問があればお願いいたします。 

 

　管理職の任用試験を受ける方が少なくなった原因は何でしょう

か。 

 

　退職される管理職が多い世代だということもあるようです。また、

管理職試験を受けようとする割合も下がっていることも原因です。 
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 熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

 

石飛次長 

 

 

大谷教育長 

 

烏田委員 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

 

大谷教育長 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

 

 

　民間出身の方が校長、教頭になる例を聞いたことがありますが、島

根県の県教委として、そういった可能性はありますか。 

 

　制度としてはありますが、実態としては難しいようです。 

 

　民間の方になっていただく、時代が来るかもしれません。 

 

　それでは議事に入ります。議案第 10 号 児童生徒の区域外就学の

承諾についてからお願いいたします 

 

（児童生徒の区域外就学の承諾について、議案第 10 号により説明） 

 

議案 12号まで児童生徒の区域外就学に関わることなので一括説明

をお願いいたします。 

 

（児童生徒の区域外就学の承諾について、議案第 11 号、12号により

説明） 

 

　説明が終わりました、ご質問があればお願いいたします。 

 

　議案第 12 号の対象児童の兄弟は小学校何学年に在籍ですか。 

 

（以下個人情報により削除） 

 

その他よろしいでしょうか、それでは議案第 10号、11 号、12 号は

承認されました。 

 

引き続き、協議報告事項です。学校給食費の保護者負担軽減につい

てお願いいたします。 

 

（学校給食費の保護者負担軽減について資料 1により説明） 

 

　説明が終わりました。このことについては、庁舎内で協議を重ねた

上でこうした方向性としております。2月 9日の全員協議会でも説明

を行い、給食運営員会にも諮る考えです。 
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 熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

烏田委員 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

大谷教育長 

 

　国の 5,200 円というのは給食費なのか、食材費なのかどういった

考え方で試算されたものでしょうか。 

 

　給食費の全国調査をもとに定められていますが、今徴収している

額をもとに試算されています。飯南町では、保護者負担額を据え置い

て物価高騰分は町が負担してきましたが、補填部分は反映されない

仕組みとなっており、結局、町の手出しが必要となります。全国的に

給食費の徴収も、食材費の部分を指しており、今回の国の補助も食材

費に対する補助となります。 

 

　国は保護者負担の全額を出すとはいうものの、基準額の全額を出

すということであり、手出しが必要な自治体は多いと思います。飯南

町の場合、小学校のみ無償化すると手出しは 300 万、国の補助がない

中学校も無償化すると 1000 万かかると試算しています。 

 

学校の先生方については、1食分そのままの額を徴収すると、給食

費が上がりますが、受け入れていただけるでしょうか。 

 

　これまで飯南町では、物価高騰分は児童生徒と同様に町が負担し

ていましたが、物価高騰補助金についての他自治体の会計検査にお

いて指摘があり、それを受けて、おそらく来年度からはほとんどの市

町で実費分の徴収をされるのではないかと思います。出雲市はすで

に実費徴収でされています。 

 

　これまで恩恵を受けてきたということですし、毎日、栄養バランス

のとれた給食を提供していただいているので、受け入れてもらえる

と思います。 

 

　中学校については 312 円で据え置きをしますということをしっか

りお知らせした方が良いと思います。 

 

　これまで、町が補填していたということを示す機会であると思い

ます。 

　 

それではこうした方針を各所に示して説明していきたいと思いま

す。次に学校再編と志々小学校の統合について説明をお願いします。 
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石飛次長 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

熊谷委員 

 

石飛次長 

 

熊谷委員 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

烏田委員 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

 

（学校再編と志々小学校の統合について、資料２により説明） 

 

　説明が終わりました。ご質問をお願いします。 

 

　地区委員の応募、選考はどのような状況ですか。 

 

　再編検討委員会の規約はありますか。 

 

　はい、定まっておりますが、本日、用意しておりません。 

 

　委員さんのお名前など後日、お教えください。また、志々地区協議

会の委員さんについてもお願いいたします。 

 

　承知いたしました。 

 

　志々地区協議会は１回目の会議が終わっています。協議では、志々

小の児童をしっかり見送ってやる、総括と言われましたが、志々小の

閉校をしっかりやることが次の活性化へつながるという前向きなご

意見もいただいております。まずは子どものことを考えようという

ことで熱心に議論いただきました。 

 

　小田小の閉校を経験しましたが、最後の 1年は濃い 1年でした。保

護者との関係、子どもたちの中にもしっかり締めくくりたいという

気持ちがあり、印象に残った 1年となりました。志々小も良い閉校の

年となるといいと思っています。 

 

　それでは次に、業務量管理健康確保措置実施計画について説明を

お願いいたします。 

 

（業務量管理健康確保措置実施計画について資料 3により説明） 

 

　説明が終わりました。ご意見、ご質問をお願いいたします。 

 

　時間外の目標が 30 時間程度としてありますが、現状を示す数値の

ところでは、くくりが 45時間で設定されているので、対応する時間
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石飛次長 

 

 

 

難波社教主事 

 

 

 

 

 

烏田委員 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

烏田委員 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

大谷教育長 

で区切って示した方が良いのではないでしょうか。また、サービス残

業のようなものがないかも校長先生などに確認しておいた方が良い

のではないかと感じます。 

 

　時間外のデータについて精査できるところがあれば再度確認しま

す。また、サービス残業については、基本的にはないものと考えてい

ますが、校長に確認します。 

 

　県の研修会で県下の市町の時間外の状況を見る機会があったが、

飯南町や奥出雲町は少なく、こうした残業時間の少ない学校へ行き

たいという声もあった。先生自身の意識改革もあると思うし、遠距離

から通勤されている教員が多いので、そういったことも残業時間に

反映しているのではないかと思います。 

 

　時間外がないが、ほとんどの教員が持ち帰りをされている学校、ま

た、1人の先生が残業をしはじめると、だんだん残る先生が多くなる 

学校などいろいろな状況がありました。 

 

　学校任せではなく、教育委員会として取り組んで、結果的には子ど

もたちにとって良い教育環境をというのが最終目標です。また、何か

ありましたら次長の方へお願いいたします。 

 

　次に部活動による区域外就学ということであげていますが、昨日、

そういったお電話がありました。申請が出ているわけではありませ

んが、本日ご相談さてください。 

　規則上では部活を理由とした区域外はうたってありません。その

他必要と認める場合というところはありますが。 

　 

　過去には、在籍の中学校にやりたい部活はないが、別の競技をする

ためにクラブチームに入ったり、別の学校に行かれていた例もある

ような気がします。 

 

　過去の例を調べてみる必要がありますね。保護者さんに状況など

を聞いた上で、ご相談させていただきます。 

 

　それでは次に今後の日程をお願いします。 
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石飛次長 

 

烏田委員 

 

石飛次長 

 

 

 

 

大谷教育長 

　 

（レジュメにより日程の説明） 

 

　卒業式、入学式の出席する学校については決まっていますか。 

　 

　次の 2 月 5 日の教育委員会の際に一覧表をお渡しいたします。こ

れまで教育委員さんのご出身の地区によって出席する学校が固定と

なっておりましたが町内の学校全てに割り振らせていただくと考え

ております。 

 

　他に無いようですので、本日はこれで終了といたします。 

　（１０：４５終了）


